製品使用上のご注意 

• 本製品をま全にお使いいただくために、製品をお使いになる前には、必、ず本書および製品に添付されているその化 
の取扱説明書をお読みください。 

.本書および製品添付のそのイ也の取扱説明書は、製品の不明点をいつでも解まできるように、手元に置いてお使いく 
ださし、。 

• 本書および製品添付のそのイ也の取扱説明書では、お客様や化の人々へのを害や財産への損害をモ然に防止するため 
に、危険を伴う操作•お取り扱いについて、々の記号で警告表示を行っています。内容をよくご理解の上で本文を 
お読みください。 


f この表示を無視して誤った取り®いをすると、人が死 t または重傷を負う可能性が想をされる 
/ ! \ 胃 n し 内容を示しています。_ _ 

/Vs ご f この表示を無視して誤った取り®いをすると、人が傷害を負う可能性が想をされる内容および 
/!\ /主な、 物的損害のみの発生が想をされる内容を示しています。_ 


Q 

この記号は、してはいけない行為（禁止 
行為）を示しています。 



この記号は、製品が水に濡れることの 
禁止を示しています。 


この記号は、分解禁止を示しています。 


运 

この記号は、電源プラグをコン七ント 
から巧くことを示しています。 


この記号は、濡れた手で製品に触れる 
ことの禁止を示しています。 


e 

この記号は、アース接続して使用する 
ことを示しています。 


設置上のご注意 


本製品は、々のような場所に設置してください。 


水平で安定した場所 

風通しの良い場戸斤 

巧の気温と湿度の場巧 
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. テレビ-ラジオに近い場所には設置しないでください。 

本製品は、情報処理装置等電ぶ障害自ま規制協議会 (VCCI) 基準に適合しておりますが、 
微弱な電ぶは発信しております。近くのテレビ-ラジオに雑音を与えることがあります。 
• 静電気の発生しやすい場所でお使いになるときは、静電防止マツトなどを f 吏用して、静電 
気の発生を防いでください。 

• 「本製品底面より小さな台」の上には設置しないでください。 

本製品底面のゴム製の脚が台からはみ出ていると、内部機構に無理な力がかかり、が刷や 
紙送りに悪影響を及ぼします。'必ず本体より広い平らな面の上に、本製品底面の脚すベて 
が確実に載るように設置してくださし、。 



A 警告 


アルコール、シンナーなどの揮発性物質のある場所や义気のある場所には設置 
しないでください。 

义災-感電の原因となります。 
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A を意 


不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いたところなど）やかさなお子さまの手の届 
くところ、他の機械の振動が伝わるところなどには設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをするおそれがあります。 


湿気やホコリのをい場所、水に濡れやすい場所、直射曰巧のあたる場所、温度や 
湿度の変化が激しい場所、を暖房器具におい場所に設置しないで<ださい。 

感電•乂災-本製品の動作不良や故障につながるおそれがあります。 


本製品の通風□をふさがないでください。 

通風口をふさぐと内部に熱がこもり、义災のおそれがあります。 

次のような場所には設置しないでください。 

• 押し入れや本箱などの風通しが悪くて狭い場所 
• じゅうたんや布団の上 

壁際に設置する場合は、壁から 10 cm 上のすき間をあけてくださし、。 
また、毛布やテーブルクロスのようなホをかけないでください。 




電源に関するご注意 



濡れた手で電源プラグを巧き差ししないでください。 

感電の原因となります。 


ま示されている電源 （AC100V) W 外は使用しないでください。 

また、電源コードのたこ足醉線はしないで<ださい。 

指をかの電源を巧うと、感電•义おの原因となります。家庭用コンセント 
( AC 100 V ) から電源を直接取ってください。 


破損した電源コードを使用しないでください。 

感電.义災の原因となります。 

電源コードが破損したら、販売店またはエプソン修理センターへ修理をご依頼く 
ださい。 

電源コードを取り扱う際は、々の点をずってください。 

• 電源コードを加工しない 
• 電源コードに重いものを載せない 
• 無埋に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない 
• 熱器具の近くに配線しない 

電源プラグの取り巧いには注意してください。 

取り扱いを誤ると义災の原因となります。 

. 電源はホコリなどの異物がか着したまま差し込まない 
• 電源プラグは为の根元まで確実に差し込む 

電源プラグをコンセントから巧くときは、必ず電源プラグを持って巧いてください。 

電源コードを引っ張ると、コードが傷付いて、义災や感電の原因となることがあ 
ります。 
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着脱式の電源コードを使用する機種の場合は、添巧のコードながの電源コードは使用 
しないでください。また、添付の電源コードを他の機器に使用しないでください。 

感電.义災の原因となります。 


0 


Ai 

寿告 

電源コードにアース線（巧化線）が付いている機種の場合は、漏電事巧の防止の 
ため、巧地}き続（ア-ス）を行ってください。 

アース線（接 i 也線）の取り付け/取りかしは、電源プラグをコンセントからない 
た状態で行ってください。 

A 注意 

電源プラグは、定期的にコンセントから抜いて巧の根元、および巧と巧の間を清 / 
掃してください。 \ 

電源プラグを長期間コンセントに差したままにしておくと、電源プラグの巧の根 
元にホコリが付着し、シヨートして义おの原因となるおそれがあります。 




長期間ご使用にならないときは、ま全のため必ず電源プラグをコンセントから巧 
いてください。 


使用上のご注意 


A 警告 

煙が出たり、変なにおいや音がするなど異常が態のまま使用しないでください。 

感電•义災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電ミ原プラグをコンセントから抜いて、販売店またはエプソン 
修埋センターへ修理をごな頼ください。お客様による修理は危険ですから絶がに 
しなし、でくださし、。 

通風□などの開□部から内部に、を屋おや燃えやすい物などを差し込んだり、落 / 簿^ 

としたりしないでください。 ホ^^ 

感電•义災の原因となります。 


具物や水などのあ体が巧部に入った場さは、そのまま使田しないでください。 

感電•义災の原因となります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、販売店またはエプソン ■ 

修理センターへ修埋をご化頼ください。 

(取巧説明書で指示されている W 外の）分解やな造はしないでください。 @ 

けがや感電 • 义がの原因となります。 V 

A 注意 

本製品の上に乗ったり、重いものを置かないで<ださい。 ^ 

特に、小さなお子さまのいる家庭ではご';ま意くださし、。倒れたり、壊れたりして 1 
けがをするも'それがぶります。 

また、スキャナを搭載している機種の場合は、ガラス部分が割れてけがをするお 
それがあります。 

各種ケーブ J レ（コード）は、取巧説明書で指示されている W 外の配線をしないで 
くたち、、。 

本製品とコンピュータ（または他の機器）をケーブルで接続するときは、コネク 
夕の向きを間違えないよラに注意してください。 1 XJ 

各ケーブルのコネクタには向きがあります。本製品側およびコンピュータ（また 
はイ也の機器）側のヌリ方に、向きを間違えてコネクタを接続すると、接続したヌリ方 
の機器が故障するおそれがあります。 

巧がをカッターなどで切断する場合は、広く、を定した場所で作業を巧ってくだ 
さい。ご使巧のカッターに添付の取巧説明書などを参照して、巧り巧いの注意事 
頂をご確認ください。 









A ま意 


本製品を保管/輸送するときは、傾けたり、立てたり、逆さにしないで<ださい。 

インクが漏れるおそれがあります。 

本製品を移動する場合は、ま全のために電源を切り、電源プラグをコンセントか 
ら巧き、すべての配線をがしたことをお認してから行つてください。 


を 


インクカートリッジに関するご注意 


A 注意 


インクカートリッジを交換するときは、インクが目に入ったり巧膚に付着しない 
よラにを意してください。 

目に入った場合はすぐに水で洗い流し、皮膚に付着した場合はすぐに水や石けん 
で洗い流してくださし、。そのまま放置すると目の充血や軽い炎症をおこすおそれ 
があります。万一、異状がある場合は、直ちに医師にご相談ください。 

インクカートリッジを分解しないでください。 




インクカートリッジは強く振らないでください。 

強く振ったり振り回したりすると、力ートリツジからインクが漏れることがあり 
ます。 



インクカートリッジは、子供の手の届かないところに保管してください。またイ 
ンクはがまないでください。 



メモリカード使用時のご注意 


メモリカードスロットを搭載している機種の場合は、下の2点も併せてご留意ください。 

本製品の不具合に起因する付随的損害について 

万一、本製品（添付のソフトウてア等も含みます。■1；0^同じ。）の不具合によってデータの記録、またはコンピユータ、そ 
の化の機器へのデータ乾送が正常に行えなかった場合、そのことから生じた付随的な損害（本製品を巧用するために要し 
た諸費用、および本製品を使用することにより得られたであろう利益の喪失等）は、巧僧致しかねます。 

動作確認とパックアップのお動め 

本製品をご巧用になる前には、動作確認をし、本製品が正常に機能することをご確認ください。また、メモリカード内の 
データは、'必要に応じて化のメディアにバックアップしてください。々のような場合、データが消失または破損する可能 
性があります。 

-静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき 
• 誤った使い方をしたとき 
-故障や修理のとき 
-天災による被害を受けたとき 

なお、上記の場合に限らず、たとえ本製品の保証期間内であっても、幹社はデータの消'失または破損については、いかな 
る責も負いません。 
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